
第３回紀の川市長期総合計画審議会 要旨 

 

 

開催日時  令和４年３月２５日（金） 午後１時３０分から午後１時５５分まで 

 

開催場所  紀の川市役所 本庁５階 ５０１大会議室 

 

出 席 者 

【紀の川市長期総合計画審議会】（委員１９名） 

仁藤委員、青木委員、上野委員、岡本委員、小倉委員、児玉（眞）委員、庄司委員、谷川委

員、中川委員、西川委員、畑中委員、畠中委員、藤本委員、藤原委員、森委員、磯部委員、伊

藤委員、片山委員、児玉（敏）委員 

（欠席 佐久間委員、植松委員、岡田委員、川嶋委員、中谷委員、野村委員、濱畑委員、玉住

委員） 

【紀の川市（紀の川市長期総合計画本部）】（１名） 

角企画部長 

【事務局（企画経営課）】（６名） 

栗本課長、今井、西川、西端、増田、栗生 

【傍聴】（なし） 

 

資 料 

①第３回紀の川市長期総合計画審議会 次第 [※事前配付] 

②令和３年度紀の川市市民意識調査の結果報告 [※事前配付] 

③高校生世代を対象としたアンケート結果報告 [※事前配付] 

④若者世代を対象としたアンケート結果報告 [※事前配付] 

 

会議の概要 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

仁藤会長あいさつ 

 

３ 審議事項 

（１）市民意識調査の結果について 



 事務局 

資料①、①－1に基づき令和３年度市民意識調査の結果について説明。 

 要旨 

調査期間：令和４年１月 14日から２月 10日 

対象者：18歳以上 75歳未満の住民 1,500人 

回答率：33.2％ 

満足度：上位は昨年度と同じような内容。地域医療体制・医療サービスの充実が昨

年度に比べ大きく上昇。コロナ禍において医療サービスへの評価が高まっている

ため。 

重要度：商工業の振興が昨年度に比べ大きく上昇。コロナ禍によって影響を受けた

経済の活性化が重要であると考える市民が増えたため。 

公共交通ネットワークの充実、就労支援の充実と雇用創出の振興等が昨年度に引き

続き重点検討施策の領域に位置している。 

 会長 

ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様からご質問等ございませんか。 

（質疑等なし） 

 

 事務局 

資料②に基づき高校生世代を対象としたアンケート結果について説明。 

 要旨 

調査期間：令和４年 2月１日から２月 22日 

対象者：16歳から 18歳までの住民 1,000人 

回答率：35.6％ 

好きな理由：住み慣れたまちだから、自然環境がよいから、野菜やフルーツが豊富

が上位、地域の人や近所の人が優しいからも３割程度あり、地域コミュニティの

希薄化が進んでいると考えられる中、一定程度の地域のつながりがあることがわ

かります。 

嫌いな理由：休日に出かける場所が少ないから、交通の便が悪い、買い物が不便が

上位。外出時の不満に関する回答が目立つ。 

進路：就職希望者は自宅から通える範囲、進学希望者は自宅からと同程度関西圏を

希望。 

定住意向：住み続けたい、戻ってきて住みたいが 31.4％。市外に住むが 25.3％。そ

の多くが大阪、神戸などの関西圏の大都市。住み続けられない理由は、外出時の

不満のほか、通える範囲に将来勤めたい仕事が見つからないが最も多い。 



まちづくり：道路や公共交通など交通が便利なまちを望む声が多い。 

自由意見：公共交通の充実、改善を求める意見、商業施設（大規模）を作ってほしい

という要望が多数あり、紀の川市の嫌いな理由と一致しています。 

 会長 

ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様からご質問等ございませんか。 

（質疑等なし） 

 

 事務局 

資料③に基づき若者世代を対象としたアンケート結果について説明。 

 要旨 

調査期間：令和４年 2月１日から２月 22日 

対象者：25歳から 39歳までの住民 1,500人 

回答率：33.7％ 

 好きな理由：住み慣れたまちだから、自然環境がよいから、野菜やフルーツが豊富

が上位、子育て環境がよいからも多く、実際に子育てに取り組んでいる世代が近隣

自治体と比較し子育て施策が充実しているととらえている可能性があります。 

 嫌いな理由：休日に出かける場所が少ないから、交通の便が悪い、買い物が不便が

上位。外出時の不満に関する回答が目立つ。 

 転入理由：土地・家賃が安価、自然が豊かであるため、大阪や和歌山市へのアクセ

スのよさが挙げられている。 

 定住意向：高校生世代より強い。打田地域、桃山地域が他の地域より高く、年代が

上がるにつれて多い傾向がある。一方、住み続けられないと回答した方の多くが近

くの市町を希望している。高校生世代と比べ、転出したい地域への距離が縮む傾向

がある。住み続けられない理由としては、結婚、仕事などライフイベントのタイミ

ング。 

 結婚：未婚の理由の 38.2％が経済的な不安、結婚式が足りない。非正規、無職、サ

ービス業、農林業で経済的な理由から結婚に消極的。 

 子育て：経済的な不安多い。 

 まちづくり：子育てを行いやすいまちを望む声が多い。 

 自由意見：出産・子育てに関する意見が多数。 

 会長 

ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様からご質問等ございませんか。 

（質疑等なし） 

 



４ その他 

 会長 

本日の会議全体を通してご意見ございませんでしょうか。 

 事務局 

ご意見お伺いシートを配付しています。本日の審議会、この後の分科会において

終了後にアイデア等が浮かびましたらご利用ください。 

 

（その他なし） 

 

５ 閉会 

 


